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十
年
ほ
ど
前
、
パ
ッ
ク
旅
行
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
行
っ
た
。 

出
発
の
一
週
間
前
に
添
乗
員
か
ら
挨
拶
の
電
話
を
受
け
た
が
、
そ
の
折
の
注
意
と
し
て
「
旅
行
ケ

ー
ス
は
施
錠
し
な
い
で
下
さ
い
。
保
安
検
査
で
鍵
が
壊
さ
れ
ま
す
」
に
は
驚
い
た
。 

香
港
で
の
「
イ
ス
ラ
エ
ル
航
空
」
へ
の
乗
り
継
ぎ
で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
真
と
本
人
の
入
念
な

照
会
、
旅
行
ケ
ー
ス
の
保
安
に
関
す
る
質
問
を
受
け
て
搭
乗
す
る
と
、
機
内
広
報
誌
に
「
世
界
で
最

も
安
全
な
航
空
会
社
で
、
墜
落
事
故
も
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
も
な
い
」
と
あ
っ
た
。
安
全
な
の
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
空
軍
出
身
者
が
多
い
こ
と
、
ス
カ
イ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
一
般
乗
客
に
扮
し
た
武
装
警
備
官
）

が
数
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
、
厳
格
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
に
あ
る
よ
う
だ
。 

入
国
後
も
、
宗
都
エ
ル
サ
レ
ム
や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
の
警
戒
は
空
港
並
み
だ
。
大
き
い
荷
物

を
放
置
し
た
ま
ま
離
れ
れ
ば
、
爆
発
物
検
査
で
持
ち
去
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
街
中
で
体
格
の
良

い
女
性
兵
士
が
銃
を
持
っ
て
巡
回
し
て
い
る
こ
と
に
緊
張
感
を
覚
え
る
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
は
一
九
四
八
年
の
建
国
以
来
四
次
に
わ
た
る
中
東
戦
争
を
戦
っ
て
き
た
。
狭
い
国
土

の
周
り
は
全
て
ア
ラ
ブ
人
国
家
で
あ
る
こ
と
、
自
治
区
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
過
激
派
を
抱
え
て
い
る
こ

と
等
の
事
情
で
、
常
時
臨
戦
体
制
を
敷
い
て
い
る
。
国
民
皆
兵
制
（
男
性
は
三
年
、
女
性
は
二
年
の

兵
役
義
務
、
男
性
は
四
一
歳
ま
で
予
備
役
）
を
採
り
、
国
防
費
は
国
家
予
算
の
約
三
十
％
を
占
め
る
。 

核
兵
器
の
問
題
は
複
雑
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
核
弾
道
弾
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ず
、
核
拡

散
防
止
条
約
に
は
未
加
入
で
あ
る
。
し
か
し
国
防
省
幹
部
の
言
で
は
「
最
初
の
核
を
使
用
す
る
国
に

は
な
ら
な
い
が
、
二
番
目
に
甘
ん
じ
る
こ
と
は
な
い
」
と
曖
昧
だ
。
ま
た
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
開
発
に

は
猛
反
撥
し
て
お
り
、
情
報
機
関
モ
サ
ド
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
昨
今
の
報
道
が
伝
え
る
通
り
だ
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
問
題
は
世
紀
の
難
問
で
、
解
決
へ
の
道
筋
は
全
く
見
え
な
い
。
私
の
直
感
だ
が
、

三
つ
の
宗
教
の
聖
地
を
一
国
で
囲
い
込
ん
で
い
る
限
り
、
解
決
は
不
可
能
に
思
え
る
。 

 （
ユ
ダ
ヤ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
関
し
て
、
民
族
、
宗
教
、
歴
史
等
の
観
点
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
る
。

思
い
つ
く
感
想
を
、
随
時
纏
め
て
み
た
い
。
） 


